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平
成
２７
年
９
月
２３
日
、
柏
市
民
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
柏
・
我
孫
子
・
流
山

地
域
支
部
に
よ
る
第
８
回
明
治
大
学
マ
ン

ド
リ
ン
倶
楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

柏
市
民
文
化
会
館
は
平
成
２７
年
４
月

に
一
年
間
の
改
修
工
事
を
終
え
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
改
修
工
事

の
主
体
は
耐
震
工
事
で
す
が
、
併
せ
て
館

内
の
内
装
工
事
、
音
響
設
備
の
更
新
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
座
席
数
は
３
０

０
席
減
少
し
ま
し
た
が
、
椅
子
も
入
れ
替

え
て
、
幅
も
前
後
の
座
席
間
隔
も
広
く
な

り
、
座
り
心
地
は
と
て
も
良
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
館
内
の
雰
囲
気
も
と
て
も
明

る
く
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
た
今
回
の
演
奏
会
は
１
，
３
０

０
席
が
ほ
ぼ
満
席
に
な
る
程
の
観
客
で
埋

め
尽
く
さ
れ
大
盛
況
の
様
子
で
し
た
。 

前
回
の
演
奏
会
で
は
観
客
が
入
場
前
に

大
ホ
ー
ル
前
で
多
数
集
合
さ
れ
、
整
列
を

お
願
い
し
ま
し
た
が
、
長
蛇
の
列
と
な
り

か
な
り
の
混
乱
が
発
生
し
て
観
客
の
皆
様

に
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
反
省
を
重
視
し
て
観
客
の
大
ホ
ー
ル

へ
の
入
場
を
如
何
に
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
か
、

ま
た
観
客
の
皆
様
を
出
来
る
限
り
待
た

せ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
る
か
を

検
討
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
勝
俣
、
片

倉
の
両
氏
の
協
力
を
得
て
、
７
月
の
暑
い

中
、
他
の
演
奏
会
の
入
場
方
法
を
文
化
会

館
で
下
見
し
て
、
ま
た
８
月
に
は
毎
週
土

曜
日
に
検
討
会
を
重
ね
ま
し
た
。 

結
論
と
し
て
演
奏
会
当
日
大
ホ
ー
ル
の

前
に
テ
ン
ト
を
設
営
し
て
受
付
本
部
を

設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
観
客
の
皆

様
は
文
化
会
館
に
来
ら
れ
た
ら
直
ぐ
に

受
付
本
部
で
チ
ケ
ッ
ト
と
入
場
整
理
券
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
交
換
し
て
頂
き
、
控
室
と

し
て
用
意
し
た
小
ホ
ー
ル
で
入
場
時
間

ま
で
お
待
ち
頂
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

こ
の
方
法
で
入
場
前
の
整
列
後
は
ス
ム
ー

ズ
に
混
乱
も
無
く
、
待
ち
時
間
も
少
な

く
入
場
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
足
腰
が
弱
い
観
客
に
は
受
付
本

部
で
特
別
入
場
整
理
券
を
発
行
し
て
、

小
ホ
ー
ル
で
休
憩
後
、
入
場
時
間
で
は
小

ホ
ー
ル
か
ら
直
接
大
ホ
ー
ル
右
側
面
の
入

り
口
か
ら
入
場
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

演
奏
会
の
開
演
前
で
は
前
回
と
同
様
に

柏
市
秋
山
市
長
、
我
孫
子
市
倉
部
教
育

長
に
ご
登
壇
頂
き
、
柏
支
部
宇
都
宮
支
部

長
、
我
孫
子
関
支
部
長
か
ら
寄
付
金
目
録

贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。 

演
奏
会
は
明
大
校
歌

で
始
ま
り
、
今
回
は
古

賀
政
男
先
生
の
愛
弟

子
で
あ
る
甲
斐
靖
文

常
任
指
揮
者
が
指
揮

を
取
ら
れ
て
、
終
始
マ

ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
部
員

一
同
が
き
び
き
び
と
し

て
演
奏
す
る
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

第
一
部
で
は
懐
か
し
い
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
数
多
く
演
奏
さ
れ
、
明
大
マ
ン
ド
リ
ン
倶

楽
部
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
で
し
た
。
終
わ

り
に
甲
斐
指
揮
者
が
作
曲
さ
れ
た
津
軽
組

曲
か
ら
「春
」「夏
」が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

P1：マンドリン演奏会   P3：イベントの報告など 

P2：全国校友滋賀大会   P4：事務局からのお知らせ、平成 28年イベントの予定 
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第
二
部
で
は
軽
快
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
曲

が
数
多
く
演
奏
さ
れ
、
観
客
の
皆
様
も

イ
ー
ジ
ー
リ
ス
ニ
ン
グ
（く
つ
ろ
い
で
楽
し
め

る
軽
音
楽
）
を
存
分
に
堪
能
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
演
奏
の
間
に
は
柏
市
出

身(

東
葛
高
卒
、
法
４
年)

ド
ラ
ム
担
当
秋

本
雄
志
君
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
挨
拶
も
あ
り
、

更
に
、
柏
市
渡
邊
百
合
子
さ
ん(

小
学
５

年)

、
我
孫
子
市
榎
本
大
輝
君(

小
学
５

年)

か
ら
二
人
の
指
揮
者
へ
の
花
束
贈
呈

も
あ
り
ま
し
た
。 

演
奏
会
終
了
後
は
ス
タ
ッ
フ
の
手
際
良
い

誘
導
で
観
客
の
皆
様
も
無
事
帰
路
に
つ

か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
が
用
意
し
た

Ｃ
Ｄ
販
売
も
好
調
の
よ
う
で
し
た
。 

演
奏
会
終
了
後
に
提
出
し
て
頂
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
は
７
０
０
通
近
く
も
あ
り
、
貴

重
な
ご
意
見
は
次
回
の
演
奏
会
の
運
営

に
参
考
と
な
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ま

と
め
は
次
項
に
詳
細
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
校
友
の
皆
様
方

に
は
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
、
広
告
の
受
注
、

演
奏
会
前
日
、
当
日
の
お
手
伝
い
等
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
(

実
行
委
員
会
副
委
員
長)  

昭
和
４１
年
商
学
部
卒 

植
田
宗
康 

●
柏
市
・
柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
寄
付 

第
８
回
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
会
実
行
委
員
会
を
代
表

し
て
、
宇
都
宮
支
部
長
に
同
行
し
、
昨
年

１０
月
２
日
柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

１１
月
２６
日
柏
市
役
所
防
災
安
全
課
に
寄

付
を
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。 

（植
田
） 

●
常
総
市
へ
寄
付 

今
回
の
演
奏
会
で
募
金
箱
に
集
ま
っ
た

お
金
と
実
行
委
員
の
方
々
の
募
金
を
合

算
し
た
５
３
，
０
０
０
円
を
実
行
委
員
会

犬
竹
委
員
長
に
同
行
し
て
昨
年
１２
月
３

日
常
総
市
役
所
財
政
課
に
寄
付
し
た
こ

と
を
報
告
し
ま
す
。  

 
 

 
 
 

（植
田
） 

●
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
は
、
入
場
者
数
１
，

２
２
１
名
。
回
収
枚
数
６
８
３
枚
。
回
収

率
５６
％
と
い
う
驚
異
的
な
も
の
で
し
た
。

ご
来
場
者
の
関
心
が
非
常
に
高
い
こ
と
を

表
し
た
数
字
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

１
．
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
何
に
よ
っ
て
知
り

ま
し
た
か
、
の
質
問
に
つ
い
て
。
校
友
会
の

紹
介
、
知
人
か
ら
の
情
報
が
約
８０
％
を
占

め
、
ク
チ
コ
ミ
で
の
販
売
促
進
活
動
が
と
て

も
大
事
だ
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。 

２
．
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
初
め
て
で
す
か
、

の
質
問
に
つ
い
て
。
約
３
分
の
１
は
初
め
て

の
来
場
者
で
し
た
。
そ
の
殆
ど
が
次
回
も

来
た
い
と
回
答
し
て
お
り
、
次
回
の
演
奏

会
に
期
待
が
持
て
ま
す
。 

３
．
ま
た
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
た
い
と
思
い

ま
す
か
、
の
質
問
に
つ
い
て
。
９０
％
の
方
が

明
大
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
の
演
奏
が
素
晴
ら

し
く
、
ま
た
来
た
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。 

４
．
次
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
案
内
を
送
って
欲

し
い
で
す
か
、
の
質
問
に
つ
い
て
。
４
０
０

名
近
い
来
場
者
の
方
が
住
所
氏
名
を
明

記
さ
れ
て
お
り
、
次
回
の
リ
ピ
ー
タ
リ
ス

ト
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

５
．
曲
目
等
、
そ
の
他
意
見
、
ご
希
望
が

あ
れ
ば
お
書
き
下
さ
い
、
に
つ
い
て
。 

【
お
褒
め
の
言
葉
】
演
奏
は
全
体
に
大
変

好
評
で
し
た
。
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
要
望
は

根
強
い
も
の
が
有
り
ま
す
。 

【お
叱
り
の
言
葉
】
入
場
方
法
は
大
分
改

善
し
ま
し
た
が
、
一
部
混
乱
が
発
生
し
、

お
叱
り
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次

回
は
一
部
指
定
席
を
検
討
す
べ
き
か
？ 

６
．
性
別
、
年
齢
、
ご
職
業
、
ご
住
所
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
、
の
質
問
に
つ
い
て
。 

女
性
約
６０
％
、
年
齢
６０
歳
代
３２
％
、
７０
歳

以
上
５７
％
、
主
婦
と
無
職
を
併
せ
て
７４
％
。 

昭
和
４９
年
工
学
部
卒 

片
倉
慶
孝 

  

●
前
夜
祭 

第
５１
回
明
治
大
学
全
国
校
友
滋
賀
大
会

の
前
日
に
支
部
長
・幹
事
長
・地
域
支
部
長
、

本
部
員
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

議
題
の
一
つ
と
し
て
日
頃
我
々
が
気
に
も

せ
ず
使
用
し
て
い
た
商
標
・
着
ぐ
る
み
使

用
に
関
す
る
も
の
が
あ
り
、
名
称
や
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
着
ぐ
る
み
、
校

章
を
使
用
す
る
場
合
は
使
用
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
校
友
会
役
員

の
名
刺
の
デ
ザ
イ
ン
も
示
さ
れ
ま
し
た
。 

議
事
審
査
終
了
後
、
「
明
治
大
学
校
友

会
過
去
か
ら
未
来
へ
」
と
題
す
る
講
演
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
琵
琶
湖
上
に
て
前
夜

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

過
日
、
定
時
代
議
員
総
会
に
お
い
て
、
２

０
１
９
年
度
全
国
校
友
大
会
が
千
葉
県
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 

（柏
地
域
支
部
長
） 

昭
和
２９
年
政
経
学
部
卒 

宇
都
宮
幸
正 

 

全
国
校
友
滋
賀
大
会 

2015 年 9 月 6 日 大津プリンスホテル 

このコンサートは何によって知りましたか 
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●
本
大
会 

第
５１
回
全
国
校
友
大
会
が
滋
賀
県
大

津
市
で
開
催
さ
れ
た
。
記
念
式
典
の
大
会

旗
は
、
昭
和
３９
年
度
応
援
団
長
の
山
岡

正
勝
先
輩
か
ら
平
成
２７
年
卒
業
の
奥
田

圭
都
君
へ
引
き
つ
が
れ
壇
上
に
設
置
さ
か

れ
た
。
通
常
は
、
１
人
で
入
場
す
る
の
に

２
人
の
リ
レ
ー
の
意
味
は
、
山
岡
先
輩
７２

歳
・
奥
田
君
２２
歳
、
５０
年
後
の
１
０
０

回
記
念
に
は
、
奥
田
君
は
参
加
で
き
る
。  

１
０
０
回
に
向
け
て
の
第
一
歩
の
記
念
す

べ
き
大
会
の
心
配
り
の
あ
る
演
出
だ
。
今

回
の
大
会
で
は
、
は
じ
め
て
、
全
国
全
て

の
都
道
府
県
か
ら
の
参
加
者
が
集
っ
た
と

の
こ
と
、
実
行
委
員
の
運
営
努
力
に
は
敬

服
し
た
。 

式
典
は
、
向
殿
大
会
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
滋
賀
県
三
日
月
大
造
（
み
か
づ
き
だ

い
ぞ
う
）
知
事
、
越
直
美
（
こ
し
な
お
み
）

大
津
市
長
の
祝
辞
の
後
、
次
回
の
開
催
地

鳥
取
県
の
支
部
長
挨
拶
、
万
歳
三
唱
と

式
典
が
お
開
き
に
な
った
。 

二
部
の
記
念
公
演
は
、
『
日
本
の
歴
史

を
変
革
し
た
信
長
・
秀
吉
』
と
題
し
、
昭

和
５９
年
卒
の
長
浜
城
歴
史
博
物
館
太

田
浩
司
館
長
が
行
った
。
講
演
の
内
容
は
、

「
１５
世
紀
は
、
地
方
分
権
が
末
期
的
な

状
況
の
時
代
、
度
量
衡
は
、
各
村
々
ご
と

に
異
な
り
、
地
侍
な
ど
の
自
衛
手
段
は
備

わ
って
い
た
。
戦
国
時
代
の
大
き
な
変
革
は
、

近
江
の
歴
史
な
く
し
て
は
語
れ
な
い
。
信

長
・
秀
吉
は
、
近
江
地
域
を
制
度
の
実
験

場
と
し
て
政
治
経
済
を
行
い
全
国
に
広
め

た
。
近
世
に
大
名
に
な
る
豊
臣
系
大
名
は
、

長
浜
時
代
を
経
験
し
て
い
る
。
多
く
が
全

国
散
ら
ば
り
、
長
浜
時
代
の
経
験
を
生

か
し
た
治
世
を
行
って
い
る
。
又
、
人
材
の

分
散
と
い
う
面
で
も
一
役
を
担
っ
た
。
例

と
し
て
、
赤
穂
浪
士
４７
人
中
１６
人
の
先

祖
が
近
江
出
身
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
の

よ
う
に
近
代
を
形
成
し
て
い
く
武
将
の
多

く
が
近
江
出
身
や
ゆ
か
り
の
人
物
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。
」な
ど
な
ど
。 

第
三
部
の
懇
親
会
に
は
、
三
日
月
知
事

と
共
に
井
伊
家
の
当
主
も
御
臨
席
を
賜

り
、
鏡
開
き
で
開
演
。
当
主
ご
紹
介
の
時

は
、
「
お
お
」
と
歓
喜
と
拍
手
が
起
こ
った
。

ま
た
、
最
後
ま
で
知
事
や
井
伊
家
の
当
主

は
宴
会
に
在
席
し
て
い
て
、
滋
賀
県
支
部

の
実
力
を
感
じ
た
。
宴
会
は
、
近
江
牛
の

鉄
板
焼
き
、
フ
ナ
ず
し
、
ア
ユ
の
姿
煮
な
ど

御
馳
走
が
並
び
酒
と
料
理
を
堪
能
し
た
。

宴
会
座
席
は
、
各
地
域
別
に
配
置
さ
れ
、

松
戸
支
部
は
、
そ
ろ
い
の
法
被
を
着
用
し

て
参
加
、
「
事
務
局
で
す
か
」
の
ヤ
ジ
も
聞

き
流
し
、
和
や
か
に
お
開
き
と
な
った
。 

時
間
を
少
し
戻
し
て
、
前
夜
祭
は
、
琵
琶

湖
を
ビ
ア
ン
カ
号
・ミ
シ
ガ
ン
号
で
湖
上
を

巡
り
、
湖
上
花
火
を
観
て
散
会
、
勿
論
前

夜
祭
も
大
会
懇
親
会
も
校
歌
は
３
番
ま
で

歌
い
、
フ
レ
フ
レ
明
治
で
締
め
く
く
った
。
次

回
は
、
鳥
取
県
、
そ
し
て
２
０
１
９
年
は
千

葉
県
が
開
催
県
だ
。
ガ
ン
バ
ロ
ー
「
ち
ば
」
で

す
ね
。 昭

和
５３
年
法
学
部
卒 

山
田
研
一 

          

●
納
涼
会 

平
成
２７
年
８
月
２９
・
３０
日
に
予
定
し

て
い
た
納
涼
会
は
、
荒
天
の
た
め
中
止
に

な
り
ま
し
た
。 

◆
大
堀
川
清
掃 

平
成
２７
年
１０
月
１８
日
「
大
堀
川
の
水

辺
を
き
れ
い
に
す
る
会
」
主
催
の
第
３６
回

秋
の
大
掃
除
に
参
加
し
ま
し
た
。 

参
加
人
数
は
総
勢
１
４
７
名
で
、
６
班

に
分
か
れ
高
田
緑
地
周
辺
の
大
堀
川
を

両
岸
か
ら
清
掃
し
ま
し
た
。
以
前
に
比
べ

ゴ
ミ
が
減
って
い
る
感
じ
で
し
た
。 

掃
除
終
了
後
は
高
田
緑
地
に
集
ま
り

「ご
く
ろ
う
さ
ん
会
」で
、
お
に
ぎ
り
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
が
無
料
で
配
ら
れ
、
有
料
の
ビ
ー
ル

を
飲
み
な
が
ら
懇
談
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
加
茂
さ
ん
と
私

が
採
り
た
て
野
菜
を
当
て
ま
し
た
。 

大
堀
川
は
近
年
、
鮭
が
遡
上
す
る
と
話
題

に
な
り
、
昨
年
も
１１
月
中
旬
に
新
堤
橋
の

下
で
鮭
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
カ
ワ
セ

ミ
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
って
い
ま
す
。 

昨
年
は
当
支
部
の
参
加
者
が
少
な
く
参

加
団
体
と
し
て
の
紹
介
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
支
部
の
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

昭
和
４５
年
政
経
学
部
卒 

伊
東
忠
雄 

■
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

平
成
２７
年
１０
月
１８
日
に
明
治
大
学
ア

カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
で
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
は
一
万
円
相
当

の
柏
レ
イ
ソ
ル
グ
ッ
ズ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
全
て
の
校
友
が

参
加
で
き
ま
す
が
、
今
年
は
昭
和
４１
年
、

５１
年
、
６１
年
、
平
成
７
年
、
１７
年
卒
の
校

友
に
招
待
状
が
届
き
、
こ
れ
に
応
じ
て
参
加

す
る
と
記
念
品
が
貰
え
ま
す
。

イ

ベ

ン

ト

の

報

告 2015年9月6日 全国校友滋賀大会 
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●
ゴ
ル
フ
大
会 

秋
の
柏
・
流
山
・
我
孫
子
支
部
合
同
ゴ
ル

フ
大
会
が
平
成
２７
年
１０
月
２８
日
（水
）に

紫
カ
ン
ト
リ
ー
あ
や
め
コ
ー
ス
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
十

分
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

優
勝
は
流
山
の
芹
沢
純
一
さ
ん
、
第
２
位

は
流
山
の
佐
藤
雅
昭
さ
ん
、
３
位
は
柏
の

渡
辺
昌
照
さ
ん
、
栄
え
あ
る
Ｂ
Ｂ
賞
は
柏

の
加
茂
が
獲
得
し
ま
し
た
。 

次
回
は
６
月
上
旬
に
開
催
し
ま
す
。
奮
っ

て
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

☎(

０
４
）
７
１
３
１
‐
３
４
０
６(

加
茂) 

         

◆
ラ
グ
ビ
ー
明
早
戦 

平
成
２７
年
１２
月
６
日
、
秩
父
宮
ラ
グ

ビ
ー
場
で
、
伝
統
の
明
早
戦
が
行
わ
れ
、

３２
対
２４
で
宿
敵
早
稲
田
を
倒
し
、
帝

京
大
と
と
も
に
３
年
ぶ
り
の
関
東
大
学

対
抗
戦
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。 

前
半
Ｂ
Ｋ
の
活
躍
に
よ
り
リ
ー
ド
し
た
明

治
は
、
後
半
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、

敵
の
得
意
と
す
る
Ｂ
Ｋ
攻
撃
を
封
じ
、
終

盤
の
再
三
に
わ
た
る
モ
ー
ル
攻
撃
に
も
耐

え
て
８
点
差
を
守
り
抜
き
ま
し
た
。 

ラ
グ
ビ
ー
観
戦
は
日
本
代
表
の
活
躍
も

あ
り
、
人
気
上
昇
中
で
す
。
と
く
に
明
早

戦
は
チ
ケ
ッ
ト
の
手
配
が
難
し
く
、
自
由

席
の
場
合
、
早
め
に
入
場
し
な
い
と
席
の
確

保
に
も
苦
労
し
ま
す
。
早
め
の
チ
ケ
ッ
ト

手
配
、
早
め
の
入
場
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

昭
和
５３
年 

工
学
部
卒 

山
田
秋
彦  

 
●
新
春
の
集
い 

柏
地
域
支
部
で
は
毎
年
、
一
月
の
最
終

土
曜
日
（
今
年
は
１
月
３０
日
）
に
「
新
春

の
集
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
年
３０

人
程
の
校
友
が
集
い
ま
す
。
開
催
案
内
は

こ
の
会
報
誌
に
同
封
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

☎(

０
４
）７
１
３
１
‐
３
０
８
０(
竹
之
内) 

 

●
お
花
見
会 

柏
地
域
支
部
で
は
、
毎
年
３
月
下
旬
～

４
月
上
旬
に
市
内
の
桜
の
名
所
で
お
花
見

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
毎
年
十

数
人
で
す
。
開
催
日
は
開
花
状
況
に
左
右

さ
れ
る
た
め
、
追
って
案
内
い
た
し
ま
す
。 

☎(

０
９
０
）１
４
０
４
‐
１
１
３
８(

植
田) 

 

●
全
国
校
友
千
葉
大
会
開
催
決
定 

平
成
２７
年
７
月
２６
日
開
催
さ
れ
た
平
成

２７
年
度
明
治
大
学
校
友
会
代
議
員
総
会

に
お
い
て
、
平
成
３１
年
度
の
全
国
校
友
大

会
の
開
催
県
が
千
葉
県
に
決
定
し
ま
し
た
。 

開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
千
葉
県
東

部
支
部
各
地
域
支
部
と
千
葉
県
西
部
支

部
各
地
域
支
部
が
連
携
し
て
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
、
今
後
両
支
部
合
同
で
大
会
開

催
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
後
大

会
実
行
委
員
会
を
設
け
、
大
会
開
催
場
所
、

開
催
日
時
等
を
検
討
協
議
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
会
員
皆
様
の
ご
協
力
ご
支

援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

な
お
、
全
国
校
友
大
会
は
、
平
成
２８
年

度
は
鳥
取
県
、
平
成
２９
年
度
は
沖
縄
県
、

平
成
３０
年
度
石
川
県
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
会
員
皆
様
の
参
加
を
お

願
い
致
し
ま
す
。  

（柏
地
域
支
部
幹
事
長
） 

昭
和
４４
年
商
学
部
卒 

竹
之
内
明 

●
監
査
委
員
の
代
行 

渡
邊
前
監
査
委
員
の
死
亡
退
任
に

伴
い
、
昭
和
３３
年
政
経
卒
吾
郷
春
男

幹
事
が
次
回
総
会
ま
で
の
監
査
委
員

代
行
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。 

訃 

報 

平
成
２７
年
８
月
に
本
会
副
支
部
長
、

昭
和
２９
年
政
経
卒
駒
田
泳
三
さ
ん

が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

12月 6日 秩父宮ラグビー場 

 

平成２８年イベントの予定  
●新春の集い 
１月３０日(土)、麗宮飯店 
☎(０４）７１３１‐３０８０(竹之内)  

●お花見会 
3月下旬～4月上旬 
会員には後日連絡いたします 
☎ (０９０）１４０４‐１１３８(植田 )  

●柏地域支部総会 
５月８日(日)、ハート柏迎賓館 
会員には案内はがきが届きます 
☎ (０４）７１３１‐３０８０(竹之内 )  

■千葉県西部支部総会 
６月１９日（日）、ヤマザキ製パン企業年
金基金会館(市川)（終身会費を納めた
校友には案内はがきが届きます） 

●ゴルフ大会 
春秋 2回、次回は６月上旬の予定 
☎ (０４）７１３１‐３４０６(加茂 )   

○寶井講談修羅場塾 
６月１１日(土)、お江戸日本橋亭 
(日本橋三越前) 木戸銭無料 
☎ (０４)７１６４‐０６１０(佐々木 )  

■全国校友鳥取大会 
１１月１３日(日)、とりぎん文化会
館梨花ホール(鳥取) 
☎ (０４）７１７３‐７３０１(宇都宮 ) 
 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上位組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・観戦   


